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　今回、寄稿の依頼を受け、執筆の機会をいた

だきました。そこで、一般の方々には少々分か

りにくい通信社の業務、活動をご報告したいと

思い筆を取りました。通信社は新聞やテレビ、

ラジオなどにニュースを配信する卸売りのよう

な報道機関です。このため、新聞のように購読

すれば、自宅に届けられて読めるわけではなく、

テレビやラジオのようにチャンネルや周波数を

合わせれば見たり聞いたりできるわけでもあり

ません。和歌山支局の日ごろの活動を紹介する

ことを通じて時事通信社の業務にご理解をいた

だければ幸いです。

▽行政中心に取材
　「今春に定年を迎える知事室長が 4 月 1 日付

で教育長になるらしい」。ある晩、支局の記者

と飲んでいると、携帯電話に 1 本の情報メール

が届けられました。情報源は秘匿しますが、教

育長ら重職の人事は議会の同意が必要です。そ

こで、関係者に取材すると、議員への根回しも

終わっており、人事が覆る恐れはないことが分

かり、後日、知事室長が教育長に就く人事を独

自記事として配信しました。

　先ほど、通信社はニュースの卸と説明しまし

たが、このニュースは新聞やテレビ、ラジオで

はなく、行政ニュース「iJAMP」を通じて主に

自治体の職員向けに配信されました。人事ネタ

はどの組織でも関心事であり、教育長人事を先

取りした記事は幅広く行政マンに読まれまし

た。

　戦後、国策の通信社、同盟通信が解体され、

報道部門は共同通信社と時事通信社に分かれま

した。その際、共同通信社は新聞社、放送局な

どに配信するマスメニュース、時事通信社は自

治体、金融機関などに配信する実務ニュースと

それぞれがすみ分けて発足した経緯もあり、時

事通信社にとって自治体は現在も大事な配信先

です。和歌山県内でも県をはじめ多くの市町と

行政ニュースの配信契約を結んでいます。

　このため、時事通信社、とりわけ地方に配属
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された記者は行政機関を中心に取材活動を展

開し、県や市町村の施策や人事を先取りして

iJAMP に流すことが求められています。新聞

社の記者が地方版（県版）を埋めるために、地

元のイベントや祭事を細かく取り上げるのと同

様に、時事通信の地方記者は行政ネタの掘り起

こしに努めます。

　iJAMP で配信した行政ニュースの事例をい

くつか紹介します。自転車を活用して地方創生

につなげようと、全国から約１００の自治体の

首長が和歌山市に集まり、「全国シクロサミッ

ト」が 3 月 23 日に初めて開催されました。自

転車活用推進議員連盟会長を兼ねる自民党の二

階俊博幹事長も会場に駆け付けました。統一地

方選を控え、二階幹事長は「健康にも役立ち、

自転車で選挙区を回れば当選も間違いない」と

語り、会場を沸かせました。和歌の浦や雑賀崎

などのサイクリングスポットを抱える和歌山市

が開催に名乗りを上げ、悲願の初開催を射止め

たこともありましたが、自治体が注目するイベ

ントとあって二階幹事長のコメント、写真付き

で大きく扱いました。

　和歌山県が力を入れている施策であるカジノ

を含む統合型リゾート（IR）の誘致や民間初の

小型ロケット発射場建設に関連したイベントも

重要な取材テーマとなります。8 月 25 日（日）

に本州南端の串本町でロケットの、翌26日（月）

に和歌山市で IR のシンポジウムが開かれまし

た。いずれも時事通信の記者にとって落とせな

い案件です。記者は串本町のシンポジウム取材

後、現地に宿泊して翌朝に和歌山市に戻るハー

ドな日程をこなし、両イベントをカバーしまし

た。しかも、往復は車での移動です。和歌山に

来るまではペーパードライバーだったことを考

えると、頭の下がる思いです。

　都道府県の司令塔である知事の動向は時事通

信の地方記者にとって最も重要な取材ターゲッ

トとなります。定例記者会見の記事化やインタ

ビューなどを通じて頻繁に取り上げます。チョ

ウの収集家としても知られる和歌山県の仁坂吉

伸知事。県の自然や歴史を紹介する教育副読本

「わかやま何でも帳」に掲載予定だった希少な

チョウ「ナンキウラナミアカシジミ」の標本写

真の間違いに気付きました。そこで、自ら所有

の標本を提供し、写真を撮りなおして掲載しま

した。学芸員も舌を巻く知事の博識ぶりを紹介

した記事は iJAMP の週間クリック数で上位に

ランクインしました。全国の知事が一堂に集ま

る全国知事会では、本記やサイド記事に加え、

各知事の発言など討議の内容を伝える詳報を含

め iJAMP で大々的に報道します。

　地方の記者が、東京の本社の希望の部に上が

れるかどうかは、行政ニュースの独自ネタの本

数が基準になっていると言われています。「行

政ニュースをたくさん書かない記者は本社に絶

対に上げない」と言い切る幹部もいます。余談

ですが、筆者は大阪支社が初任地でしたが、主

に経済や警察を担当していたこともあり、赴任

期間中に行政ニュースを 1 本も書いていませ

んでした。いまだに、希望の経済部に上がれた

のが不思議です。

▽記者 1 人で県内カバー
　日ごろは行政中心に取材活動に従事していま

すが、大きな事件や事故が起これば当然、取材

して全国に記事を配信します。夏祭りのカレー

にヒ素が混入された事件の際は、大阪支社を中

心に多数の記者が入れ替わり和歌山に応援に掛

け付け、各社と報道合戦を繰り広げました。昨

夏には田辺市で資産家が自宅で変死体として発

見されました。この資産家は自身の女性遍歴な

どを赤裸々に綴った著書も出版し、「紀州のド

ン・ファン」として知られる有名人。テレビの

ワイドショーや写真週刊誌を中心に報道が過熱

しました。

　時事通信の記者も田辺に車で駆け付け、参戦

します。資産家の体内に致死量の覚せい剤が投

与されていたことを掴んで配信したところ、神

戸新聞に掲載されました。発生から 1 年が経

過し、難航する捜査の現状を伝えた今夏の記事
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は福島民報に掲載されました。時事通信の記者

は事件や事故を軽視しているわけではありませ

ん。記者の名誉のために書き記しておきました。

　ただ、時事通信の支局は「１人支局」。つま

り記者が１人しかいない支局が圧倒的に多いの

が現状です。１人で県政、市政、警察、司法な

どをカバーせざるをえません。取材と同様に大

変なのが、定期的に回ってくる幹事業務です。

筆者も仙台支社に編集部長として赴任していた

時に、現場の記者の幹事業務を代行したことが

ありました。当時、知事の定例記者会見は幹事

社が仕切り役として、最初に複数の質問をする

のが慣例でした。県政担当の記者が他の案件で

知事会見に出ることができず、何度か会見を仕

切りました。

　和歌山でも各クラブに幹事業務があります。

なかでも大変なのが司法記者クラブです。裁判

員裁判の仕切り役をこなしたり、起訴状を代表

して取りに行ったり、各社の意見を集約して当

局に伝えたりと幹事月は多忙を極めます。筆者

も何度か代役を務めましたが、過去に加盟各社

にご迷惑を掛けたケースが多々ありました。こ

の場を借りてお詫びを申し上げます。

　▽営業８割、編集２割
　さて、報道に関する活動を紹介してきました

が、現場の記者は取材に専念してネタを取り、

「書いてなんぼ」でいいのですが、管理職の支

局長は違います。「売ってなんぼ」なんです。

これまで筆者は記者と、現場の記者が書いた原

稿を手直しするデスク、いわゆる編集職しか経

験しておらず、和歌山で初めて支局長になりま

した。和歌山に赴任する前に、本社で支局長研

修を受けた際に、営業担当の役員から「支局長

は営業 8 割、編集 2 割の配分でがんばってく

ださい」と言われ、戸惑いを覚えながら赴任し

ました。

　実際、支局長を経験して感じたのは「支局長」

というより「営業部長兼事業部長」のほうが実

態を表していると思います。「営業部長」の最

大の業務は、先に触れた行政ニュース「iJAMP」

の契約獲得と講演会組織である「内外情勢調査

会」の会員獲得です。特に iJAMP は現在も売

上高の 3 割程度を占める主力の商品で、大企

業の少ない地方では販売に力を注いでいます。

　とはいっても、このご時勢、なかなか新規の

契約は取れません。iJAMP の主な契約先であ

る自治体はどこも財政事情が厳しく、値下げや

解約を求められます。時事の記者が行政ニュー

スにウエートを置いて取材をするのは、iJAMP

契約の獲得・維持のための営業対策の側面もあ

ります。自治体頼りでは先細りになるので、県

の外郭団体や大学、県議会の議員らと売り先を

広げています。

　「事業部長」としての役割は講演会「内外情

勢調査会」の運営です、講演会は年に 10 回、

開催しています。毎回、講演会を開くホテルの

会場を押さえ、講師を決めて会員に出欠確認の

案内状を配ります。講演当日は講師を最寄りの

駅まで迎えに行って、会場までアテンドします。

講演では司会兼進行役を務め、講演終了後、講

師が宿泊する場合は夜のお供に、帰られる場合

は最寄りの駅まで送迎します。同じく和歌山で

講演会「正論」を運営する産経新聞の和歌山支

局長と互いに「まるでイベンターやな」と自嘲

気味に語り合ったものです。

　昔、先輩記者から九州の某県の電話帳に日本

電信電話公社 ( 現 NTT) と同じ欄に共同通信社

と時事通信社の支局が掲載されていたと聞きま

した。通信イコール電話と勘違いされていたそ

うです。徒然なるままに和歌山支局の活動を通

じて通信社の業務をお伝えしましたが、ご理解

いただけたでしょうか？最後に和歌山支局の取

材、営業に協力してくださった県民の皆様に感

謝を申し上げて筆を置きたいと思います。


